
ベ
ト
ナ
ム
は
安
定
し
た
政
治
・
社
会
情
勢
を
背
景

に
、
堅
調
な
経
済
成
長
を
遂
げ
て
い
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
へ
の
ゲ
ー
ト
ウ
エ
ー
に
位
置
す
る
地
理
的
優
位
性

に
加
え
、
Ｃ
Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ（
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
に
関
す
る
包
括
的
お
よ
び
先
進
的
な
協
定
）加

盟
な
ど
の
開
放
的
な
政
策
等
に
よ
り
、
市
場
お
よ
び

生
産
拠
点
と
し
て
の
重
要
性
を
増
し
て
お
り
、
わ
が

国
企
業
の
ベ
ト
ナ
ム
へ
の
関
心
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ

て
い
る
。

こ
う
し
た
な
か
、
日
越
経
済
関
係
の
さ
ら
な
る
拡

大
・
深
化
に
向
け
て
、
経
団
連
で
は
昨
年
１２
月
１１
日

か
ら
１２
日
に
か
け
て
、
日
本
ベ
ト
ナ
ム
経
済
委
員
長

で
あ
る
わ
れ
わ
れ
３
名
を
団
長
と
し
、
４５
名
か
ら
な

る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
ベ
ト
ナ
ム
に
派
遣
し
た
。

日
越
共
同
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ

第
７
フ
ェ
ー
ズ
の
成
果
を
確
認

ベ
ト
ナ
ム
で
は
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
改
善
を
図
る
た
め

の
官
民
の
枠
組
み
と
し
て
、
２
０
０
３
年
か
ら
「
日

越
共
同
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
が
行
わ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
、
ベ
ト
ナ
ム
が
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
を
改
善
す
る
た

め
に
取
り
組
む
べ
き
法
制
度
な
ど
の
課
題
を
、
両
国

の
官
民
が
取
り
ま
と
め
、
一
定
期
間
に
わ
た
っ
て
進

捗
状
況
を
共
同
で
確
認
す
る
取
り
組
み
で
あ
る
。

２
０
１
８
年
７
月
に
開
始
し
た
第
７
フ
ェ
ー
ズ
は
、

９
つ
の
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム（
�
投
資
法
・
企
業
法
、

�
司
法
制
度
改
善
、
�
土
地
法
、
�
国
営
企
業
・
株

式
市
場
改
革
、
�
裾
野
産
業
、
�
労
働
・
賃
金
、
�

Ｐ
Ｐ
Ｐ
改
正
、
	
Ｌ
Ｎ
Ｇ
活
用
イ
ン
フ
ラ
整
備
、



サ
ー
ビ
ス
業
）を
設
置
。
制
度
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
推

進
や
工
業
化
の
推
進
、
社
会
・
産
業
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
の
推
進
、
質
の
高
い
生
活
・
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
育

成
推
進
な
ど
に
向
け
て
、
現
地
に
進
出
し
て
い
る
日

本
企
業
を
中
心
に
ベ
ト
ナ
ム
の
関
係
省
庁
と
議
論
を

進
め
て
き
た
。

今
回
の
訪
問
中
、
第
７
フ
ェ
ー
ズ
の
最
終
評
価
会

合
を
開
催
し
、
共
同
議
長
を
務
め
る
わ
れ
わ
れ
と
梅

田
邦
夫
駐
ベ
ト
ナ
ム
日
本
国
大
使
、
グ
エ
ン
・
チ

ー
・
ズ
ン
計
画
投
資
大
臣
は
じ
め
両
国
合
わ
せ
て
１

０
０
名
以
上
が
出
席
し
た
。
そ
の
結
果
、
８
割
以
上

の
取
り
組
み
項
目
で
有
意
義
な
成
果
を
上
げ
た
こ
と

を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
実
り
の
あ
る
評
価
会
合

と
な
っ
た
。
こ
れ
も
現
地
で
活
動
す
る
日
本
の
経
済

界
お
よ
び
大
使
館
関
係
者
と
ベ
ト
ナ
ム
政
府
各
位
の

尽
力
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
あ
ら
た
め
て
敬
意
を
表

ベ
ト
ナ
ム
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
派
遣

日本ベトナム経済
委員長
昭和電工会長

―
―

ベ
ト
ナ
ム
と
の
経
済
関
係
の
さ
ら
な
る
拡
大
・
深
化
に
向
け
て

日本ベトナム経済
委員長
双日社長

日本ベトナム経済
委員長
住友商事社長

市川秀夫
いちかわ ひでお

藤本昌義
ふじもと まさよし

兵頭誠之
ひょうどう まさゆき
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し
た
い
。
一
方
、
引
き
続
き
残
さ
れ
た
課
題
も
あ
る

こ
と
か
ら
、
次
の
第
８
フ
ェ
ー
ズ
を
適
切
な
時
期
に

設
置
す
る
こ
と
で
両
国
の
関
係
者
が
一
致
し
、
今
後

も
取
り
組
み
を
継
続
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

フ
ッ
ク
首
相
は
じ
め

ベ
ト
ナ
ム
政
府
首
脳
と
懇
談

ま
た
、
今
次
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
グ
エ
ン
・
ス
ア

ン
・
フ
ッ
ク
首
相
、ズ
ン
計
画
投
資
大
臣
、チ
ャ
ン
・

ト
ゥ
ア
ン
・
ア
イ
ン
商
工
大
臣
ら
政
府
首
脳
と
意
見

交
換
を
行
っ
た
。

わ
れ
わ
れ
か
ら
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
ビ
ジ
ネ
ス
環
境

の
整
備
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
推
進
、
高
水
準
な
Ｒ
Ｃ

Ｅ
Ｐ（
東
ア
ジ
ア
地
域
包
括
的
経
済
連
携
）の
早
期
実

現
、
日
越
社
会
保
障
協
定
の
早
期
締
結
の
重
要
性
な

ど
を
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、
日
越
共
同
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
へ
の
一
層
の
支
援
・
協
力
を
要
請
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、
フ
ッ
ク
首
相
は
、
日
越
共
同
イ
ニ

シ
ア
テ
ィ
ブ
が
ベ
ト
ナ
ム
の
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
を
大
き

く
改
善
し
て
い
る
と
述
べ
、
同
枠
組
み
が
日
本
か
ら

ベ
ト
ナ
ム
へ
の
投
資
拡
大
の
た
め
に
重
要
な
懸
け
橋

と
な
り
、
両
国
の
す
べ
て
の
分
野
に
お
け
る
発
展
に

寄
与
し
て
い
る
と
評
価
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
ベ
ト

ナ
ム
に
お
け
る
日
本
企
業
の
成
功
の
た
め
に
、
政
府

と
し
て
、
引
き
続
き
日
越
共
同
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
を

最
大
限
に
支
援
し
て
い
く
と
発
言
す
る
な
ど
、
大
変

力
強
い
言
葉
を
聞

く
こ
と
が
で
き
た
。

イ
ン
フ
ラ
整
備
の

推
進
に
つ
い
て
は
、

近
年
、
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ

比
の
公
的
債
務
残

高
が
下
が
り
つ
つ

あ
る
な
か
、
今
後

検
討
す
る
大
き
な

基
盤
が
で
き
た
と

の
発
言
が
あ
り
、

あ
わ
せ
て
日
本
企

業
に
よ
る
協
力
に

も
期
待
が
寄
せ
ら

れ
た
。
ま
た
、
２

０
２
０
年
は
ベ
ト

ナ
ム
が
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
議
長
国
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

最
終
局
面
を
迎
え
た
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
交
渉
の
妥
結
に
強
い

意
欲
が
示
さ
れ
る
と
と
も
に
、
日
越
社
会
保
障
協
定

の
推
進
に
つ
い
て
も
言
及
が
あ
っ
た
。

こ
の
ほ
か
、
ベ
ト
ナ
ム
の
産
業
構
造
の
高
度
化
を

目
指
す
「
国
家
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
の
構

想
に
つ
い
て
ズ
ン
計
画
投
資
大
臣
か
ら
紹
介
が
あ
り
、

両
国
関
係
の
新
た
な
方
向
性
を
感
じ
る
こ
と
も
で
き

た
。
今
後
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
分
野
で
の
協
力
に
つ

い
て
も
議
論
し
て
い
き
た
い
。

ミ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
現
地
の
民
間
経
済
界
と
も
交

流
を
行
っ
た
。
ベ
ト
ナ
ム
商
工
会
議
所
と
の
懇
談
で

は
、
ベ
ト
ナ
ム
企
業
の
幹
部
か
ら
各
社
の
事
業
内
容

等
が
紹
介
さ
れ
、
日
本
企
業
と
の
提
携
に
も
期
待
が

示
さ
れ
た
。
日
本
企
業
か
ら
は
、
同
国
に
お
け
る
事

業
展
開
上
の
課
題
等
を
提
起
し
、
今
後
も
定
期
的
に

意
見
交
換
を
行
う
こ
と
で
一
致
し
た
。

今
回
の
ベ
ト
ナ
ム
訪
問
を
通
じ
、
ベ
ト
ナ
ム
政
府

首
脳
の
日
本
に
対
す
る
強
い
信
頼
感
と
と
も
に
、
経

済
分
野
を
は
じ
め
両
国
の
協
力
関
係
を
一
層
発
展
さ

せ
た
い
と
い
う
強
い
意
欲
を
感
じ
取
る
こ
と
が
で
き

た
。日

本
ベ
ト
ナ
ム
経
済
委
員
会
で
は
、
今
後
も
ミ
ッ

シ
ョ
ン
の
派
遣
や
日
越
共
同
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
へ
の

協
力
な
ど
を
通
じ
て
、
ベ
ト
ナ
ム
と
の
関
係
強
化
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

フック首相との懇談の模様

日越共同イニシアティブ第７フェーズ最終評価会合の模様
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